
2３ 剛 調 東 下 ｊ
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
は
シ
リ
コ
ン
太
陽
電
池
に
比
べ

唖試験的に設置された「有機て発電量が小さいのが欠

火
薄
膜
太
陽
電
池
」
が
、
東
京
．
点
。
こ
の
た
め
世
界
中
の
研
究

＆
お
台
場
の
日
本
科
学
未
来
館
に
者
が
発
電
量
を
増
や
す
研
究
に

３
あ
る
。
有
機
薄
膜
太
陽
電
池
は
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
量

１
弱
い
太
陽
光
で
も
安
定
し
た
電
こ
れ
ら
の
太
陽
電
池
を
共
同

旧力が得られ、大量かつ安価で開発した、東京大学大学

雪に製造できると期待されて院理学系研究科の松尾豊特

”いる。そのうえ片手で持て任教授もその一人。松尾さ

唖るほど軽くて曲げることもんは炭素原子が集まった

く
可
能
。
そ
ん
な
有
機
薄
膜
太
陽
「
フ
ラ
ー
レ
ン
」
な
ど
最
先
端

碑電池が都内の鉄道駅にも試の材料を使って発電鼠を向

１
験
的
に
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
い
上
さ
せ
る
研
究
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め
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見
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界
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を
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せ
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題
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ネ
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ギ
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え
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く
ね
曲
が
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陽
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池
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究
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初
め
て
取
り
組
ん
だ
研
究
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究
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を
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